
鶏　肉　情　勢 更新

１．国内 (1) 生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

805,066 101.4% 62,468 96.6%

763,029 101.6% 65,406 97.5% 62,157 99.8% 60,933 96.5% 59,487 97.0%

２．輸入 (1) 2,299.0 101.1% 199.2 100.6% 187.6 99.9% 181.4 96.8% 175.8 97.0%
※参考資料：㈱全国食鳥新聞社発行「PＭＮ]

輸入動向 1000 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

639.2 584.9 109.3 503.2 478.0 105.3 1,142.4 1,062.9 107.5 56.0 44.0

591.5 639.2 92.5 529.8 503.2 105.3 1,121.3 1,142.4 98.2 52.8 47.2

(2) 46.8 52.3 89.5 41.7 38.6 108.0 88.5 90.9 97.4 52.9 47.1

46.2 47.7 96.9 40.3 33.8 119.3 86.5 81.5 106.2 53.4 46.6

48.1 42.3 113.7 44.1 43.5 101.3 92.2 85.8 107.4 52.2 47.8

(3) 51.9 47.7 108.8 48.7 43.3 112.5 100.7 91.0 110.6 51.6 48.4

50.9 48.5 104.9 43.3 43.3 100.0 94.2 91.8 102.6 54.1 45.9

-1.0232 -5.4713 ※参考資料：（独）農畜産業振興機構「鶏肉需給表」

鶏肉の消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

１．家計消費 (1) モモ肉 ムネ肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H30年 595 282 877

1,552 1,495 103.8 1,586 1,547 102.5 R元年 585 243 828

1,555 1,552 100.2 1,682 1,586 106.0 R2年 614 269 883

1,566 1,563 100.2 1,796 1,650 108.8 R3年 641 313 954

２．量販・卸 (1) 1,484 1,499 99.0 1,688 1,601 105.4 R4年 662 348 1,010

1,632 1,650 98.9 1,808 1,719 105.2 R5年 730 395 1,125

1,548 1,549 99.9 1,750 1,630 107.4 R6年 655 369 1,024

1,520 1,564 97.2 1,756 1,664 105.5 R7年 774 500 1,274
※参考資料：総務省統計局HP　家計調査報告(全国・二人以上の世帯1世帯あたり)

在庫状況(推定） 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

36.8 26.3 140.2 112.2 139.2 80.6 149.0 165.4 90.1

３．業務・加工筋 (1) 37.1 25.7 144.1 114.1 139.2 82.0 151.2 164.9 91.7

37.8 25.8 146.8 114.6 131.2 87.3 152.5 157.0 97.1

36.3 25.0 145.6 113.2 127.4 88.9 149.6 152.4 98.2

１．令和8年5月 (1) 36.1 27.0 133.8 122.2 128.2 95.4 158.3 155.2 102.1
※参考資料：（独）農畜産業振興機構「鶏肉需給表」

２．見通し (1) 出回り量(推定) 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

1,721.2 1,689.0 101.9 619.9 606.3 102.2 2,341.1 2,295.4 102.0

1,725.4 1,721.2 100.2 614.8 619.9 99.2 2,340.2 2,341.1 100.0

144.3 142.0 101.6 46.3 48.1 96.2 190.6 190.1 100.3

１．令和8年6月動向 (1) 139.2 136.8 101.8 44.3 47.6 93.1 183.6 184.4 99.5

     146.4 146.0 100.3 47.6 50.3 94.6 194.0 196.3 98.9

149.9 148.9 100.7 53.3 51.5 103.5 203.2 200.4 101.4

146.2 143.9 101.7 41.9 47.8 87.7 188.2 191.6 98.2
※参考資料：（独）農畜産業振興機構「鶏肉需給表」

相場（月別） 単位：円、％

２．見通し (1) 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

700 702 99.7 384 371 103.5 1,084 1,073 101.0

655 730 89.7 369 395 93.4 1,024 1,125 91.0

774 655 118.2 500 369 135.5 1,274 1,024 124.4

830 740 112.2 508 392 129.6 1,338 1,132 118.2

831 799 104.0 490 444 110.4 1,321 1,243 106.3

839 842 99.6 483 497 97.2 1,322 1,339 98.7

832 832 100.0 477 530 90.0 1,309 1,362 96.1

(825) 803 102.7 (470) 555 84.7 (1,295) 1,358 95.4

(830) 778 106.7 (470) 568 82.7 (1,300) 1,346 96.6

※（）は見通し

項　目 内　　　容

Ｒ6年平均

数量

㈱食品産業新聞社発行の畜産日報によると、5月の輸入鶏肉(モモ肉)の価格はブラジル産で730円/kgから750円/kg(前年475
円/kg)、タイ産が730円/kg中心(同500円/kg)となっている。要因としては「輸入品はブラジルの輸入量回復に伴い、市中不足感
が解消され、価格も一時期の高騰から一気に下落に転じている。ブラジルモモ正肉は700円台半ばまで下げ、タイ産も現地生産
遅れの影響で入荷が少ないものの、ブラジル産に引っ張られる格好で下げている。末端需要が比較的落ち着いているなかで、
夏場に向けてもう一段下げの可能性も。」と報告されている。

令和8年5月の鶏肉調整品の輸入量は前月から▲5.5千㌧の43.3千㌧、国別では中国が▲2.3千㌧の17.9千㌧、タイが▲3.4千
㌧の24千㌧となった。

財務省の貿易統計によると、令和8年5月の鶏肉（原料肉）の輸入量は前月から▲1千㌧の50.9千㌧、国別ではブラジルが前月
+0.1千㌧の38.8千㌧、タイが▲0.9千㌧の11.6千㌧となった。
(独)農畜産業振興機構(ALIC)による今後の輸入量見通しでは、6月は55.8千㌧(前年比108.2%)、7月は56.3千㌧(同116.6%)とさ
れ、２か月続けて大幅に増加する予測である。要因としては、「輸入量は、主要輸入国のブラジルでの生産が堅調であること等か
ら、6月はかなりの程度、7月は大幅に、いずれも前年同月を上回ると予測する。なお、3カ月平均でも、前年同期をかなり大きく
上回ると予測する。」とされている。

Ｒ8年4月

Ｒ8年5月

履歴

Ｒ8年3月

需
　
　
　
要

生産・処理動向調査（（一社）日本食鳥協会令和8年6月末時点まとめ）によると、5月の処理出荷推計実績は処理羽数が前年比
97.5％、処理重量は同100.6％となった。 現時点での6月の予測は処理羽数が前年比99.8%、処理重量が同99.9％の見通しと
なった。7月は処理羽数が同96.5%、処理重量が同96.8%。また、8月は処理羽数、処理重量ともに前年比97.0%の予測。
しかしながらR8年6月以降の値は取りまとめ時点での予測値であり、環境変化等により大きく変化する可能性もあるため、今後の
状況には引き続き注視が必要である。

供
　
　
　
給

一般社団法人全国スーパーマーケット協会の販売統計調査によると、令和8年5月の食品売上高は全店ベースで前年比104.3%
と前年を上回り、生鮮3部門の売上高は全店ベースで同105.8%、既存店ベースは同104.3%。畜産部門の売上高は約1,346億円
で全店ベース同105.7%、既存店ベース同104.0%となった。
また同社が取りまとめたスーパーマーケット景気動向調査によると、「引き続き価格上昇を背景に、鶏肉や挽肉、切落しなど比較
的値頃感のある商品への需要シフトがみられた。GW 需要を背景に焼肉・ステーキ用も売上に寄与。豚肉では冷しゃぶ用や切
落し、鶏肉ではモモ・ムネなどの定番部位が好調。味付肉や簡便商材も好調となった。一方で、牛・豚・鶏の各畜種で相場高が
続いており、利益確保に苦慮する声もみられた。加工肉はハム・ベーコン・ソーセージ類を中心に伸び悩んだ。」と報告されてい
る。

総務省統計局発表の家計調査報告(全国・二人以上の世帯1世帯あたり)によると、令和8年5月の生鮮肉消費（購入）は数量
4,252g（前年比101.1%）、金額7,461円（同106.8%）と、数量・金額ともに前年を上回った。鶏肉は数量1,520g（同97.2%）・金額
1,756円（同105.5%）・単価115.51円/100ｇ(前年同月差+9.1円)と数量は前年を下回ったものの、金額・単価はともに前年を上
回った。牛肉は数量・金額ともに前年を上回った。豚肉は数量は前年を下回ったものの、金額は前年を上回った。
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品名 鶏肉 調製品 合計
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ムネ肉モモ肉

Ｒ8年4月
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日本ハム・ソーセージ工業協同組合調べによると令和8年5月度の鶏肉加工品仕向肉量は、前年比92.5%の4.4千㌧となった。う
ち国内品は同89.1%の3.4千㌧、輸入品については同107.2%の1千㌧と輸入品は前年を上回ったものの、国内品は前年を下回る
結果となった。

在
　
　
庫

(独)農畜産業振興機構(ALIC)の5月末時点推定期末在庫では国産品36.1千㌧（前年比133.8％）、輸入品122.2千㌧（同
95.4%）、合計で158.3千㌧（同102.1%）となった。

(独)農畜産業振興機構(ALIC)が発表した鶏肉需給表では、5月の出回り量は国産品146.2千㌧（前年比101.7%）、輸入品41.9千
㌧（同87.7%）、合計188.2千㌧（同98.2%）となり、前年からは国産品の出回り量は増加したものの、輸入品は減少した。
今後5月以降の見通しは、「出回り量は、6月、7月ともに前年同月並みと予測する。期末在庫は、6月はかなりの程度、7月は大幅
に、いずれも前年同月を上回ると予測する。なお、過去5カ年の同月平均との比較でも、6月はかなりの程度、7月はかなり大きく、
いずれも前年同期を上回る（6月：9.6％増、7月：15.9％増）と予測する。」とされている。

一般社団法人日本食鳥協会が公表する「生産・処理動向調査」によると、6月からの３か月間の国内鶏肉生産は、処理羽数・処
理重量ともに前年同月を下回る見通しとなっているが、直近見通しでは都度値が上方修正されている事や夏場に向けた気温上
昇等による育成への影響等 生産面においては変動が大きい状況が予想される。
モモ肉市場については、円安基調の継続を背景に、ブラジル産モモ肉価格が最高水準で推移してきたが、6月中旬以降は在庫
過多の状況が表面化し、在庫圧縮を目的とした安価での販売事例も散見されている。輸入品の流通価格次第では量販店にお
ける売場構成や品揃え、販促施策の変化も予想されるため、今後の需給動向は十分に注視する必要がある。ムネ肉市場では引
き続き輸入品の流通拡大が見込まれるほか、一部量販店では100g当たり100円を下回る価格で販売されるケースも見受けられ
る。一方、競合畜種である輸入ポークの価格下落が進み国産ムネ肉と近い売価帯で販売されはじめていることから、消費者の購
買行動に変化を及ぼす可能性がある。こうした状況を踏まえると、今後需要期を迎える国産ムネ肉の動向については若干鈍い
状況が続く可能性も予想される。これらを踏まえて7月の相場は、国産モモ肉は825円/kg前後、国産ムネ肉は470円/kg前後で
推移するものと予測する。

相
　
　
場

令和8年6月の月平均相場は、モモ肉832円/ｋｇ（前月差▲7円）・ムネ肉477円/ｋｇ（同▲6円）正肉合計で1,309円/2ｋｇと前月差
▲13円、前年同月差▲53円となった。㈱食品産業新聞社発行の畜産日報によると、「輸入現物の足元の商いは静かな状況と
なっている、ただ、唱え値はブラジルの輸入回復に伴い200g UPを中心に下げ基調にある。タイ産は依然として生産遅れの影響
で入荷が少ないものの、ブラジル産に連動する形で下落している。国産生鮮物は、モモ、ムネともに日経相場は概ね保合で推
移している。このうち、モモの荷動きは引続き一服感がみられ、ムネは徐々に引合いが出始めているものの、安い玉を探す動き
が多く、価格次第というところ。」と報告されている。


